
　
　

 

月 

９
日
、
小
名
浜
の
ま
ち

と
み
な
と
を
結
ぶ
汐
風
竹
町
通

り
で
「
汐
風
竹
町
フ
ェ
ス
タ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

過
去 

３ 

年
、
小
名
浜
に
避
難

さ
れ
た
方
々
と
の
交
流
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
「
小
名
浜
絆
ま

つ
り
」
を
継
承
発
展
す
る
も
の

で
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
汐

風
竹
町
通
り
は
、
片
や
《
新
時

代
》
を
感
じ
さ
せ
る
電
動
立
ち

乗
り
二
輪
車
『
イ
ン
モ
ー
シ
ョ

ン
』
の
体
験
試
乗
、片
や
《
昭
和
》

を
思
い
出
さ
せ
る
竹
馬
や
ケ
ン

ケ
ン
パ
ー
な
ど
の
昔
遊
び
、
と

い
う
ふ
た
つ
の
異
な
る
時
間
が

流
れ
る
不
思
議
な
タ
イ
ム
ト
ン

ネ
ル
に
姿
を
変
え
ま
し
た
。
い

ま
と
む
か
し
が
緩
や
か
に
交
錯

す
る
通
り
に
は
、
さ
ん
ま
の

ポ
ー
ポ
ー
焼
き
な
ど
の
地
元
グ

ル
メ
の
他
、
ピ
ザ
や
ス
イ
ー
ツ

の
店
も
並
び
、
ま
た
、『
ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス 

Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
』
に

集
う
若
き
ク
リ
エ
イ
タ
ー
達
に

よ
る
写
真
展
示
会
「
リ
ス
ポ
古

今
写
真
館
」
や
青
空
市
「
シ
オ

カ
ゼ
マ
ル
シ
ェ
」
も
開
催
さ
れ
、

家
族
連
れ
を
中
心
に
大
勢
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
小
名
浜
ま
ち
中

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て　

月

全
体
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
副
会
長
の
鈴
木
泰
弘

氏
が
講
師
と
な
り
現
地
視
察
を

行
っ
た
小
名
浜
の
現
状
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
名
浜
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
見
直
し
を
前
提

に
本
町
通
り
の
空
き
店
舗
を
ど

う
す
る
か
、
ま
ち
な
か
の
空
き

地
を
ど
う
す
る
か
、
定
住
人
口

を
ど
う
や
っ
て
増
や
す
か
、
小

名
浜
の
ま
ち
の
重
心
は
ど
の
地

域
か
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。各
グ
ル
ー

プ
で
は
次
世
代
の
小
名
浜
を
よ

り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
　

月　

日
、
小
名
浜
富
ケ
浦

公
園
に
て
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
が
中
心
と
な
り
、
市

民
総
ぐ
る
み
運
動
に
呼
応
し
た

清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

約　

名
の
会
員
が
参
加
し
草
刈

機
や
熊
手
を
駆
使
し
て
、
除
草

活
動
を
中
心
に
公
園
を
き
れ
い

に
蘇
ら
せ
ま
し
た
。
秋
の
入
口

と
し
て
は
涼
し
い
日
で
し
た
が
、

参
加
者
は
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら

活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
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酒
場
詩
人
「
吉
田 

類
」小
名
浜
講
演
会 

開
催

回　覧

　
月
全
体
会
議

　

Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
【
酒
場
放
浪
記
】

で
お
馴
染
み
の
、
吉
田 

類
さ

ん
が
小
名
浜
へ
や
っ
て
来
ま

す
。

　

今
井 

寿
シ
ェ
フ
に
よ
る
福

島
県
内
の
食
材
を
使
っ
た
イ
タ

リ
ア
ン
を
堪
能
し
な
が
ら
、
吉

田 

類
さ
ん
と
素
敵
な
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

前
売
券
は　

月
１
日
よ
り
小

名
浜
美
食
ホ
テ
ル
の
み
で
販
売

し
ま
す
。

主
催:

小
名
浜
「
胃
・
飾
・
縦
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

お
問
合
わ
せ
は

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
６―

５
４―

２
８
９
０

ま
で
。 10

11

日
時
　
　
月
９
日
（
金
）　
：
　
〜

会
場
　
小
名
浜
美
食
ホ
テ
ル
　
２
号
館 

潮
目
交
流
館

参
加
費
　
１
０
，０
０
０
円
（
飲
食
付
講
演
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※
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福
島
ガ
イ
ナ
ッ
ク
ス
が
制
作

す
る
小
名
浜
を
舞
台
と
し
た
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
制
作
が
着
々

と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
気
に
な
る
の
が
登
場

人
物
で
す
。
主
役
は
一
体
ど
ん

な
人
物
な
の
か
少
し
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

主
人
公
は
「
星 

心
平
」
君
。

地
元
の
高
校
生
で
正
義
感
が
強

く
曲
が
っ
た
こ
と
が
大
嫌
い
。

大
好
物
は
カ
ジ
キ
メ
ン
チ
カ
ツ

と
い
う
ま
さ
に
小
名
浜
の
男
の

子
の
代
名
詞
で
す
。
そ
の
主
人

公
が
攻
め
て
く
る
敵
に
対
し
、

駆
逐
艦
『
澤
風
・
汐
風
』
と
出

会
い
、
小
名
浜
を
救
う
た
め
力

を
合
わ
せ
て
戦
っ
て
い
き
ま
す
。

　

震
災
の
影
響
で
小
名
浜
と
異

界
が
繋
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

か
ら
地
球
に
新
生
物
が
侵
攻
し

て
く
る
の
を
食
い
止
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
す
。

　

小
名
浜
に
星
心
平
と
い
う

ヒ
ー
ロ
ー
が
現
れ
、
澤
風
・
汐

風
と
共
に
自
ら
の
運
命
を
変
え

て
い
き
ま
す
。
小
名
浜
に
眠
っ

て
い
る
澤
風
・
汐
風
は
ど
の
よ

う
に
復
活
す
る
の
か
！
そ
れ
は

ま
た
次
回
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

T
o be con

tin
u
ed …

　

小
名
浜
字
古
湊
の
「
浄
光
院
」

(

真
言
宗
智
山
派

)

の
境
内
に

『
小
名
浜
八
景
』「
諏
訪
晴
嵐
」

「
綱
取
秋
月
」「
岬
帰
帆
」「
虎

山
晩
鐘
」「
岡
山
暮
雪
」「
大
原

落
雁
」「
松
之
中
夜
雨
」「
照
島

夕
照
」』
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

選
者
は
元
禄
８
年(

１
６
９
５)

、

江
戸
か
ら
磐
城
平
・
高
月
に
移

り
住
ん
だ
内
藤
露
沾(

磐
城
平

藩
３
代
藩
主
内
藤
義
概
の
二

男

)

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

浄
光
院
の
東
側
の
高
台
に
は
、

延
享
４
年(

１
７
４
７)

以
後
は

小
名
浜
代
官
所
が
、
以
前
は
磐

城
平
藩
の
小
名
浜
御
殿(

藩
主

の
休
憩
所)

が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
露
沾
は
こ
こ
に
立
ち
寄

り
、
小
名
浜
の
景
勝
の
各
所
を

探
訪
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
虎
山
は
浄
光
院
、
現
在

は
夕
方
で
は
な
く
朝
６
時
に
鐘

の
音
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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小
名
浜
学
事
始
め

『
小
名
浜
八
景
』

11月全体会議を開催します
―小名浜まちづくり市民会議会員の皆様へ―

　11 月 24 日午後６時 30 分より、まちなかステーション小名

浜３階において、11 月全体会議を開催します。今回は「せんだ

いリノベーションまちづくり」を企画、推進している仙台市都

市再生推進係の洞口文人氏を招きご講演をいただきます。すで

に仙台市で展開されている「せんだいリノベーションまちづく

り」の事例は、今後の小名浜のまちづくりにも大変参考になる

と思いますので会員の皆様はふるってご参加ください。

め
ひ
か
り
の
囁
き

め
ひ
か
り
の
囁
き

　

い
わ
き
花
火
大
会
が
た
く
さ

ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て　

回

の
開
催
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
前
回
記
し
ま
し
た
が
、

こ
の
花
火
大
会
を
運
営
し
て
い

る
の
は
８
つ
の
委
員
会
と
事
務

局
で
す
。
花
火
委
員
会
、
お
ど

り
委
員
会
、
海
遊
祭
委
員
会
、

設
営
委
員
会
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
委
員
会
、
募
金
販
促
委
員

会
、
広
報
委
員
会
、
警
備
委
員

会
が
そ
れ
で
す
。

　

今
回
か
ら
数
回
に
わ
た
り
各

委
員
会
等
の
活
動
内
容
の
一
端

を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

始
め
に
事
務
局
で
す
が
、
こ
の

部
所
は
実
行
委
員
会
の
総
務
を

司
り
ま
す
。
関
係
機
関
と
の
打

ち
合
わ
せ
会
議
の
日
程
調
整
や
、

そ
の
準
備
、
各
委
員
会
の
動
き

の
調
整
、
予
算
の
作
成
と
そ
の

実
行
管
理
等
を
各
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

３
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
規
模

の
大
き
さ
に
よ
り
、
関
係
す
る

機
関
の
数
や
予
算
額
も
大
き
く
、

提
示
す
べ
き
情
報
も
多
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
取
り
ま
と
め
に
は

時
間
が
か
か
り
、
特
に
会
議
の

数
日
前
は
、
事
務
局
メ
ン
バ
ー

の
ご
苦
労
が
忍
ば
れ
ま
す
。

（
著:

Ｆ
・
Ｏ
）

　
　

月　

日
と　

日
の
２
日
間
、

小
倉
の
地
を
訪
れ
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
で
成
果
を

上
げ
て
い
る
魚
町
商
店
街
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域

は
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会

議
も
目
指
し
て
い
る
中
心
市
街

地
活
性
化
法
の
認
定
を
受
け
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
な
っ
た
商
店

街
の
空
き
店
舗
を
新
た
な
活
用

方
法
（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
で

再
生
さ
せ
て
い
る
地
域
で
す
。

空
き
店
舗
を
小
さ
く
区
分
し
、

宿
泊
施
設
や
シ
ェ
ア
型
事
務
所

と
し
て
、
あ
る
い
は
起
業
を
目

指
す
技
術
者
に
そ
の
プ
ロ
ダ
ク

ツ
を
販
売
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
安
い
賃
料
で
貸
与
す
る
な
ど

商
店
街
に
変
化
を
つ
け
賑
わ
い

を
生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。
空

き
店
舗
と
い
う
不
動
産
を
所
有

す
る
人
と
、
そ
れ
を
活
用
す
る

人
と
に
分
け
る
こ
と
。
そ
し
て

そ
の
活
用
方
法
を
地
域
以
外
の

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方

を
集
め
て
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、

優
秀
な
ア
イ
デ
ア
を
実
現
さ
せ

て
い
く
と
い
う
方
法
で
取
り
組

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
視

察
を
小
名
浜
の
ま
ち
づ
く
り
に

も
活
用
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

63

10

19

20

平
成
９
年
建
立

『
小
名
浜
八
景
』
の
碑

Vol.2

ほ
し　

し
ん
ぺ
い

▲
▲

写
真
の
中
の
何
か
が
重
要

な
カ
ギ
を
握
る
？
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